






研究目的

　本研究は広島・長崎における原爆被爆者の子供(F1 集団)の体細胞染色体分

析を行ない,染色体異常個体の出現頻度を指標として放射線の遺伝的影響究明

上の基礎資料を提供することを目的とする。

　本研究の一環として,本年度は F1 集団(平均年齢約 20 歳)の親の世代に相当

する成人集団(AHS 集団,平均年齢約 50 歳)を対象として染色体分析を行ない,

この結果とこれまでに得た F1 集団の調査結果とを比較検討した。


